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詳細はかみね動物園ホームページをご覧ください                                                       

または ０２９４(２２)５５８６ まで Ｘ 

ウサギの斜頸 

「ウサギの首が曲がってしまいました。」ある日こんな相談を受け 

ました。いわゆるウサギの斜頸と呼ばれるものです。外傷や腫瘍な 

どでも起こりますが、知っておいてほしいのはパスツレラという細 

菌や、エンセファリトゾーンという原虫の感染によって引き起こさ 

れることがあるということです。「ことがある。」としたのは、そも 

そもウサギは高率にこの 2 つを体の中に持っているのですが、普通 

は何事もなく元気に過ごしているからです。高齢や疲労、病気やス 

トレスなどで体調を崩し免疫力が下がると、内耳、中耳、脳などで 

増え、症状を引き起こします。人のヘルペスなどと同じような日和 

見感染症になります。なお、この２つは人獣共通感染症で、人にも 

感染することがありますが、掃除やふれ合った後に、手を洗うなど 

普通の衛生管理をすれば、通常心配することはありません。 

 斜頸が起きたら、すぐに専門の獣医師に見てもらってください。 

病原体を完全に無くすことは難しいものですが、早めの投薬により 

症状を改善することができます。ただし、再発することもあります 

ので、治療後は体力を落とさないように心がけることが大切です。 

 私たちと同じように動物も病気にかかります。動物を飼うときは、 

その動物に適した環境を整え、病気を正しく理解し、責任を持つこ  

とが必要です。 

                     
獣医師 まさとう 

12月の予定 

・3日(日)                               園長ガイド 

・9日(土)                                  豚骨骨格標本をつくろう 

・23日(土)・24日(日)        クリスマス特別イベント！サンタのガイドツアー！ 

来る恋の季節・・・ 

９月号でご紹介したニホンザルの恋の季節、、、。 

※まだ読んでいない方は公式 HP、かみねっちょ図書館から読めるので読んでね！ 

秋が深まるにつれて徐々に顔の赤みが増してきました。この時期はトラブルが多くなり、ニホンザル

のひろばがいつもより騒がしくなります。ケンカしている場面を見かける 

 こともあるかと思いますが、温かく見守っていただければありがたいです。 

 また担当者もこの時期展示場に入る際は、いつもより注意が必要になって 

 きます。気性が荒くなったニホンザルに度々ケンカをふっかけられるから

です。一般に秋は芸術・勉強・スポーツと何をするにも良い季節ですが、 

 ニホンザル担当者にとってはドキドキの季節・・・。頑張れ、ニホンザル担

当者←他人事。 

YouTube 

Facebook 

 

SNSでも写真や動画、

最新の情報を 

お知らせ中！ 

(旧 Twitter) 


